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ふ る さ と 探 訪 



１ 

多
度
津
町
（
近
代
産
業
発
祥
の
地
） 

多
度
津
町
は
香
川
県
の
中
部
に
位
置
し
、
南
は
讃
岐
平
野
に
接
し
、

北
は
瀬
戸
内
海
に
臨
む
陸
地
部
と
、
海
上
の
高
見
・
佐
柳
島
そ
の
他

の
小
島
を
含
む
島
嶼
部
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
弥
生
時
代

に
は
稲
作
が
行
わ
れ
、
次
第
に
集
落
を
形
成
し
、
七
～
八
世
紀
に
は

多
度
郡
の
津
と
し
て
、
海
上
交
通
の
一
拠
点
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
江
戸
時
代
に
は
多
度
津
藩
主
京
極
高
賢

た
か
か
た

が
陣
屋
を
設
け
た
こ

と
で
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
。
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
五
代
藩
主

高
琢

た
か
て
る

は
湛
甫

た

ん

ぽ

と
呼
ば
れ
た
新
し
い
港
を
完
成
さ
せ
、
多
度
津
港
の
基

盤
を
築
き
、
幕
末
か
ら
明
治
中
頃
に
は
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
最
も
重

要
な
港
町
と
な
っ
た
。
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
、
多
度
津
を

起
点
と
し
て
丸
亀
・
琴
平
を
つ
な
ぐ
讃
岐
鉄
道
が
開
通
し
た
こ
と
で

海
陸
交
通
の
要
衝
へ
と
発
展
し
、
さ
ら
に
県
内
最
初
の
測
候
所
・
一

等
郵
便
局
・
私
立
銀
行
（
多
度
津
銀
行
）
の
設
立
等
に
よ
り
、
多
度

津
は
四
国
に
お
け
る
近
代
文
化
の
発
祥
地
と
し
て
繁
栄
し
た
。 

 

昭和初期の多度津港  讃岐鉄道目論見書（この後の発起人に景山

甚右衛門・大久保諶之丞等 15 名の名がある） 



多度津町立資料館  

２ 

多
度
津
町
立
資
料
館 

平
成
二
年
に
町
制
施
行
百
周
年
を
記
念
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の

で
、
主
に
多
度
津
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
考
古･

歴
史･

民
俗
等
の
資
料

を
収
集
し
、
展
示
し
て
い
る
。
収
蔵
品
に
は
、
高
見
八
幡
宮
奉
納
模

型
和
船
と
い
う
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
高
見
八
幡
宮
に
奉
納
さ
れ

た
弁
財
船
の
模
型
が
あ
る
。
奉
納
年
代
で
は
全
国
で
三
番
目
に
古
い

も
の
と
し
て
、
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
香
川
県
指
定
有
形
民

俗
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
多
度
津
藩
陣
屋
（
家
中
）
模
型
も
展
示
さ
れ
て
お
り
、
現

大
通
り
町
・
家
中

か
ち
ゅ
う

一
帯
に
多
度
津
京
極
氏
が
居
住
す
る
居
館
（
御
殿
）

や
調
練
場
・
学
館
・
練
武
館
な
ど
関
係
施
設
を
配
し
た
陣
屋
が
見
事
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。
建
物
は

旧
多
度
津
藩
士
・
浅
見
邸
跡
に
建
て
ら
れ
、
塀
や
庭
園
に
武
家
屋
敷
の
面
影
が
残
る
。 

 

 
 

 

３ 

富
井
邸 

 

多
度
津
町
立
資
料
館
よ
り
東
に
あ
る
家
中
（
か
ち
ゅ
う
）
と
呼
ば
れ
る
一
帯
は
、
多
度
津
京
極
藩

一
万
石
の
武
家
屋
敷
が
あ
っ
た
地
域
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
空
襲
を
受
け
て
お
ら
ず
、
古
い



町
割
り
が
今
で
も
残
っ
て
い
る
。
木
造
平
屋
建
、
切
妻
造
、
本
瓦
葺
。
中
級
武
士
の
住
居
施
設
だ
が
、

門
や
塀
で
囲
ま
ず
、
前
面
道
路
に
接
し
た
建
物
配
置
が
特
徴
的
で
あ
る
。
主
屋
と
と
も
に
新
座
敷
、

土
蔵
、
門
も
平
成
十
八
年
に
国
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
と
な
っ
て
い
る
。 

        

 

 

 

４ 

京
極
氏
旧
多
度
津
藩
家
中

か
ち
ゅ
う

屋
敷 

 

多
度
津
藩
一
万
石
の
陣
屋
は
、
文
政
八
年(

一
八
二
五)

、
多
度
津
藩
四
代
藩
主
高
賢

た
か
か
た

の
時
に
、
構
築

富井邸  

富井邸前  石柱  



藩政時代の多度津陣屋図  

工
事
に
か
か
り
、
同
十
年
に
完
成
し
た
。
陣
屋
は
現
在
の

J

R
四
国
多

度
津
工
場
あ
た
り
を
中
心
に
、
御
殿
・
調
練
場
・
武
具
庫
・
太
鼓
楼
・

藩
米
倉
庫
・
作
業
場
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
お
よ
そ
六
千
六
百
坪
を
占
め

て
い
た
。 

 

ま
た
、
通
称
東
御
殿
と
呼
ば
れ
る
建
物
は
、
元
家
老
林
氏
の
屋
敷
で

現
在
で
は
門
の
基
礎
の
み
残
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
鉤
の
手
・
袋
小
路
・

見
附
な
ど
の
武
家
屋
敷
独
特
の
道
路
構
成
が
残
っ
て
お
り
、
多
度
津
藩

家
中
屋
敷
の
面
影
を
今
も
な
お
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。 

  

５ 

旧
多
度
津
藩
お
船
溜
り
跡 

 

多
度
津
の
中
心
地
を
流
れ
る
桜
川
は
、
豊
津
橋
か
ら
極
楽
橋
に
か
け
て
大
き
く
湾

曲
し
て
お
り
、
桜
川
河
口
は
昔
か
ら
港
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
多
度
津
藩
が

湛
甫

た

ん

ぽ

の
建
設
に
着
手
し
た
頃
、
桜
川
の
港
は
金
毘
羅
参
詣
船
や
北
前
船
の
出
入
り
で

大
変
活
気
づ
い
て
い
た
た
め
、
川
沿
い
に
は
神
社
や
商
家
の
蔵
が
現
在
も
残
さ
れ
て

い
る
。 

桜川沿いの石柱  



須賀
す か

の金刀比羅神社  
多度津藩の時太鼓  

（金刀比羅神社蔵）  

６ 

須
賀

す

か

の
金
刀
比
羅
神
社 

         

      

【
所
在
地
】
多
度
津
地
区
大
通
り
二
‐
三
四 

（
大
字
多
度
津
字
須
賀
九
七
二
番
地
一
） 

【
祭
神
】 

大
物
主
命 

（
境
内
末
社
）
稲
荷
神
社 

【
社
殿
】 

本
殿
・
拝
殿
（
平
成
元
年
桜
川
改
修
事
業
で
改
築
、

平
成
二
年
四
月
竣
工
） 

【
由
来
】 

鎮
座
の
時
代
は
不
明
。
文
化
・
文
政
年
間
（
一
八
〇

四
～
三
〇
）
に
多
度
津
陣
屋
が
建
設
さ
れ
た
際
に
、
社
地
・
社
殿

が
整
備
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
敷
地
西
の
川
沿
い
に
は
石
碑
が
あ

り
、
金
毘
羅
大
権
現
が
御
上
陸
さ
れ
た
地
と
伝
へ
ら
れ
る
と
記
さ

れ
て
い
る
。 

【
文
化
財
】
多
度
津
京
極
藩
「
時
太
鼓
」
（
町
指
定
有
形
文
化
財
）

は
多
度
津
藩
家
中

か
ち
ゅ
う

の
陣
屋
で
用
い
ら
れ
て
い
た
時
刻
を
告
げ
る

太
鼓
で
、
明
治
初
期
ま
で
町
民
に
時
刻
を
告
げ
る
こ
と
に
用
い
ら

れ
て
い
た
。
社
殿
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。 



７ 

多
度
津
七
福
神 

近
代
の
多
度
津
に
お
い
て
、
資
産
家
と
し
て
名
を
馳
せ
た
七
家
の
富
豪
を
通
称
し
て
「
多
度
津
七

福
神
」
と
呼
ん
で
い
る
。
七
家
と
も
近
世
に
北
前
船
な
ど
の
廻
船
業
で
栄
え
た
家
で
あ
り
、
そ
の
財

力
を
背
景
と
し
て
、
電
力
・
銀
行
事
業
な
ど
の
設
立
や
経
営
に
手
腕
を
発
揮
し
、
ま
た
議
員
と
し
て

町
政
や
国
政
に
参
画
す
る
な
ど
し
て
、
近
代
の
多
度
津
発
展
に
大
い
に
貢
献
し
た
人
物
た
ち
で
あ
る
。 

 

          

図１  香川県讃岐国繁栄名挙鏡  

 

 図２ 多額納税者及び資産一覧表  

 



                

 



８ 

小
国
邸 

明
治
中
頃
ま
で
餅
や
饅
頭
の
製
造
・
販
売
店
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
の
当
主
、
小
国
伝
五
郎
氏
は

こ
の
場
所
が
金
毘
羅
参
詣
の
道
す
が
ら
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
傳
五
餅
（
で
ん
ご
も
ち
）
」
と
い
う
金

毘
羅
参
り
の
お
土
産
品
を
作
り
、
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
る
多
度
津
名
物
と
な
っ
た
。
明
治
中
頃
以
降

は
肥
料
販
売
業
に
転
業
し
、
昭
和
初
期
か
ら
は
住
宅
と
し
て
今
日
に
至
る
。 

 

９ 

幸
之
木

さ

ち

の

き

神
社 

 

家
内
安
全
・
子
孫
繁
栄
、
特
に
子
供
の
神
様
と
し
て
、
霊
験
あ
ら
た
か
。
古
来
よ
り
祭
祀
、
現
在

の
社
殿
は
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
造
営
さ
れ
た
。
祭
礼
は
、
旧
暦
五
月
十
二
日
。
町
内
で

最
初
に
行
わ
れ
る
夏
祭
り
の
は
し
り
と
し
て
賑
わ
い
、
伝
承
さ
れ
た
。
付
近
の
商
家
で
は
、
商
品
や

道
具
等
で
飾
り
物
を
作
り
、
お
参
り
に
来
た
人
達
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
。 

 

10 

合
田
邸 

多
度
津
の
中
心
市
街
地
で
あ
る
本
通
に
面
し
て
位
置
し
て
お
り
、
大
正
～
昭
和
初
期
の
実
業
家
で

あ
り
貴
族
院
議
員
で
も
あ
っ
た
合
田
健
吉
が
施
主
と
し
て
建
て
た
自
邸
で
あ
る
。
広
い
敷
地
内
に
は
、

大
正
～
昭
和
初
期
に
建
て
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
多
く
の
建
物
が
現
存
し
て
い
る
。
通
り
に
面
し
て
正 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



   

 
門
が
あ
り
、
そ
の
北
側
に
中
二
階
で
黒
漆
喰
塗
り
出
桁
造
の
玄
関
棟
と
洋

風
の
応
接
室
、
南
側
に
黒
漆
喰
塗
り
二
階
建
の
土
蔵
が
あ
る
。
玄
関
棟
の

背
後
（
西
側
）
に
は
和
風
の
平
屋
建
て
居
宅
が
あ
り
、
漆
塗
り
の
折
上
げ

格
子
天
井
を
伴
う
大
広
間
（
客
間
用
）
や
土
佐
漆
喰
塗
り
と
杉
板
張
り
の

外
壁
を
も
つ
書
斎
、
居
間
・
食
堂
・
炊
事
場
等
が
建
設
当
時
の
ま
ま
、
現

在
も
残
っ
て
い
る
。
居
宅
の
西
側
奥
に
は
、
煉
瓦
造
二
階
建
の
倉
庫
（
蔵
）

が
あ
る
。
コ
ー
ナ
ー
及
び
開
口
部
横
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
は
御
影
石
の
小
叩

き
仕
上
げ
の
笠
石
が
乗
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
け
ら
ば
に
は
御
影
石
の

小
叩
き
仕
上
げ
が
ボ
ー
ダ
ー
状
に
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
屋
根
頂
部
の
練
飾

り
も
御
影
石
で
あ
る
。
ま
た
主
屋
の
西
側
奥
に
は
、
洋
風
の
ゲ
ス
ト
ル
ー

ム
が
建
っ
て
い
る
。
大
正
時
代
に
多
度
津
七
福
神
と
呼
ば
れ
た
大
地
主
あ

る
い
は
実
業
家
の
邸
宅
が
多
く
建
て
ら
れ
た
が
、
合
田
邸
は
既
に
解
体
さ

れ
た
景
山
邸
（
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
）
、
武
田
邸
（
大
正
十
四
年
・
あ

め
り
か
屋
高
島
司
郎
設
計
、
あ
め
り
か
屋
施
工
）
な
ど
と
と
も
に
香
川
県

に
お
け
る
多
度
津
の
特
異
性
や
地
域
性
を
強
く
示
す
も
の
で
あ
り
、
七
福

神
の
財
力
を
物
語
る
邸
宅
と
な
っ
て
い
る
。 

合田邸 応接室  合田邸 外観  
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年
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１１月２７日（日）多度津からの復路 

（多度津駅）   （高松駅）    

◆快速ｻﾝﾎﾟｰﾄ南風リレー号上り  11：59  →  12：32 着                

◆予讃線上り          12：10  →  12：51 着  

 

次次回回ののふふるるささとと探探訪訪はは……  

テ － マ  六条から由良を歩く（予定） 

 と  き  平成２８年１２月１８日（日） 

       ９：３０～１２：００頃 

集合場所  〈新〉林コミュニティセンター 

 

 

 

講   師  大嶋 和則さん（高松市文化財専門員） 

☆公共交通機関を御利用ください。 

☆広報「たかまつ」１２月１日号に開催案内を掲載します 

  ので、御覧ください。 

☆小雨決行。警報発令等により中止の場合のみ、 

文化財課（TEL839-2660「午前７時３０分～開始時間まで」）で 

  お知らせします。（電話が通じない場合は、「実施」です。） 

--------------------------------------------------------- 

★次回の交通案内★ 

◆ことでんバス（サンメッセ・西植田線下り） 

（高松駅）  （高松築港）  （瓦町）  （サンメッセ東）   

8：39  →  8：42  →  8：49  →  9：11 

サンメッセ東バス停---北へ徒歩７分---〈新〉林ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

※平成 28 年 1 月 12 日より、JA 香川県農協林支店から北へ   

徒歩３分の場所に移転しております。 

 



 

         

「ふるさと探訪」に 

参加される皆様へ 

 

 

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

  （必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、 

道路の端を一列で歩きましょう。） 

 

２ 無理をせず、体調には十分気を付けましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気を 

  つけましょう。 

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。 

※参加中は、次のことに充分留意し、

意義のある探訪としましょう。 

 


